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第
３
章
　
原
子
炉
の
燃
料
と
核
燃
料
サ
イ
ク
ル

ウ
ラ
ン
資
源

原
子
炉
の
燃
料
に
な
る
ウ
ラ
ン
は
、
自
然
界
で
最
も
重
い
元
素
で
、
一
部
の
岩
石
の
中
に
ご
く
微
量
が
含
ま
れ

て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
海
水
中
に
も
き
わ
め
て
微
量
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
総
量
は
四
〇
億
ト
ン
と
も
い
わ
れ

る
が
、
現
状
で
は
安
価
に
回
収
す
る
手
法
が
な
い
。
そ
の
た
め
、
現
実
に
は
ウ
ラ
ン
成
分
を
含
ん
だ
陸
上
の
鉱
石

か
ら
ウ
ラ
ン
を
分
離
し
て
、
燃
料
に
ま
で
加
工
し
て
い
る
。

世
界
の
ウ
ラ
ン
資
源
は
、
四
〇
〇
万
ト
ン
を
超
え
る
可
採
埋
蔵
量
が
あ
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
ウ
ラ
ン

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り
八
〇
ド
ル
以
内
で
採
掘
で
き
な
け
れ
ば
経
済
的
に
引
き
合
わ
な
い
と
さ
れ
、
こ
の
コ
ス
ト

で
線
引
き
す
る
と
、
世
界
の
埋
蔵
資
源
量
は
約
三
一
〇
万
ト
ン
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
世
界
の
年
間
ウ
ラ
ン
需
要

量
は
五
万
ト
ン
あ
ま
り
と
い
わ
れ
、
単
純
に
計
算
す
る
と
、
約
六
〇
年
分
ほ
ど
の
資
源
量
と
な
る
。

世
界
の
各
大
陸
に
ウ
ラ
ン
資
源
は
分
布
し
て
い
る
が
、
特
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
カ
ナ
ダ
、

ア
メ
リ
カ
、
南
ア
フ
リ
カ
が
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
（
図
３
―

１
）。
日
本
で
は
人
形
峠
（
岡
山
県
）
や
東
濃
（
岐
阜
県
）
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で
ウ
ラ
ン
鉱
石
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
埋
蔵
量
は
微
量
で
、

現
実
的
に
は
資
源
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。

ウ
ラ
ン
鉱
石
を
ウ
ラ
ン
燃
料
に
す
る
ま
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
工

程
が
必
要
で
、「
製
錬
」「
転
換
」「
濃
縮
」「
再
転
換
」「
成
型
加

工
」
が
そ
の
主
な
も
の
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
工
程
は
別
々
の
工
場

で
行
わ
れ
る
が
、
再
転
換
と
成
型
加
工
が
隣
接
工
場
で
行
わ
れ

る
場
合
な
ど
も
あ
る
。

製
錬
は
、
掘
り
出
し
た
ウ
ラ
ン
鉱
石
を
化
学
処
理
し
て
ウ
ラ

ン
を
取
り
出
す
工
程
だ
。
製
品
は
黄
色
の
粉
末
状
で
、「
イ
エ
ロ

ー
ケ
ー
キ
」
と
呼
ば
れ
る
。

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
天
然
ウ
ラ
ン
の
中
に
は
燃
料
と
な
る

ウ
ラ
ン
２
３
５
が
〇
・
七
％
し
か
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
減
速
材

に
重
水
や
黒
鉛
を
使
う
特
殊
な
炉
で
は
そ
の
ま
ま
使
え
る
が
、

世
界
で
普
及
し
て
い
る
軽
水
炉
の
燃
料
に
す
る
た
め
に
は
、
ウ

ラ
ン
２
３
５
の
濃
度
を
高
め
る
濃
縮
作
業
が
必
要
に
な
る
。

転
換
は
濃
縮
の
前
段
階
に
必
要
な
処
理
で
、
固
体
状
（
粉
）
の
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日本の確保状況 

購入契 
約形態 相手先国 

契約数量 
（U3O8ショート・トン） 

長期契約， 
短期契約 
及び製品 
購入

開発輸入分

計

カナダ，イギリス，
南アフリカ，オー
ストラリア，フラン
ス，アメリカ等

ニジェール，オー
ストラリア

約250,800

約51,000

約301,800

（1999年3月現在）

オースト
ラリア

20％

19％

カザフ
スタン

カ

9％
ナダ

アメリカ8％
南アフリカ8％

ナミビア
6％

ブラジル
6％

ロシア
4％

ウクライナ
3％

ウズベキスタン3％
その他14％（うち日本0.1％）

確認可採埋蔵量
436万トンU

（1997年1月現在）

３－１　世界のウラン資源と日本の確保状況 トンU：金属ウランで
の重量トン。１ショート・トン＝0.907トン。U3O8：八酸化三ウラン



ウ
ラ
ン
（
イ
エ
ロ
ー
ケ
ー
キ
）
に
フ
ッ
素
ガ
ス
を
反
応
さ
せ
る
な
ど
し
て
、
気
体
状
に
な
り
や
す
い
「
六
フ
ッ
化
ウ

ラ
ン
」
に
す
る
。
ウ
ラ
ン
濃
縮
に
は
い
く
つ
か
の
方
法
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
気
体
状
に
し
な
い
と
濃
縮
工
程
に

か
け
ら
れ
な
い
か
ら
だ
。

ウ
ラ
ン
濃
縮

ウ
ラ
ン
の
濃
縮
技
術
は
、
も
と
も
と
は
核
兵
器
開
発
の
過
程
で
開
発
さ
れ
た
。
質
量
が
ご
く
わ
ず
か
違
う
だ
け

で
、
化
学
的
な
性
質
が
同
じ
で
あ
る
同
位
元
素
を
分
離
す
る
た
め
に
は
、
化
学
反
応
を
利
用
す
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
手
法
が
試
さ
れ
た
が
、
真
っ
先
に
実
用
化
さ
れ
た
の
は
「
ガ
ス
拡
散
法
」
と
呼
ば
れ
る
方
法
だ
っ

た
。
微
細
な
穴
が
多
数
あ
け
ら
れ
た
隔
壁
を
気
体
状
の
六
フ
ッ
化
ウ
ラ
ン
が
通
る
際
に
、
ウ
ラ
ン
２
３
５
と
ウ
ラ

ン
２
３
８
で
は
通
過
速
度
が
ご
く
わ
ず
か
に
違
う
こ
と
を
利
用
す
る
。
通
過
し
た
側
の
ウ
ラ
ン
２
３
５
の
濃
度
が
、

通
過
前
よ
り
わ
ず
か
な
が
ら
高
ま
る
の
だ
。
こ
う
し
た
過
程
を
延
々
と
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
ウ
ラ
ン
２
３
５
の

濃
度
を
少
し
ず
つ
高
め
て
い
く
。

そ
の
後
に
主
流
と
な
っ
た
の
が
、「
遠
心
分
離
法
」
と
呼
ば
れ
る
方
法
で
、
円
筒
容
器
の
中
に
六
フ
ッ
化
ウ
ラ

ン
を
入
れ
て
超
高
速
回
転
さ
せ
る
と
、
わ
ず
か
に
重
い
ウ
ラ
ン
２
３
８
は
円
筒
の
外
側
に
近
い
ほ
う
に
集
ま
り
、
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ウ
ラ
ン
２
３
５
は
回
転
軸
周
辺
に
集
ま
り
や
す
い
。
こ
の
回
転
軸
周
辺
の
ウ
ラ
ン
２
３
５
が
や
や
多
い
ガ
ス
を
次

の
遠
心
分
離
機
に
導
き
、
さ
ら
に
濃
縮
を
し
て
、
次
の
遠
心
分
離
機
に
…
…
、
と
い
う
工
程
を
繰
り
返
す
。

大
規
模
な
ウ
ラ
ン
濃
縮
工
場
は
米
国
、
ロ
シ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
英
国
な
ど
に
あ
る
が
、
日
本
も
旧
動
力
炉
・
核

燃
料
開
発
事
業
団
（
現
・
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
）
が
、
遠
心
分
離
法
を
独
自
に
開
発
。
こ
の
技
術
を
も
と
に
、

電
力
業
界
が
共
同
出
資
し
た
日
本
原
燃
（
株
）
が
、
青
森
県
六
ケ
所
村
で
六
ケ
所
濃
縮
工
場
を
操
業
し
て
い
る
。

現
在
は
遠
心
分
離
法
が
ウ
ラ
ン
濃
縮
の
主
流
に
な
っ
て
い
る
が
、
将
来
技
術
と
し
て
「
原
子
レ
ー
ザ
ー
法
」

「
分
子
レ
ー
ザ
ー
法
」
と
呼
ば
れ
る
新
た
な
方
法
も
研
究
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
ウ
ラ
ン
原
子
に
レ
ー
ザ
ー
光
を
照
射
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
た
際
に
、
ウ
ラ
ン
２
３
５
と
ウ
ラ

ン
２
３
８
で
原
子
が
励
起
さ
れ
る
度
合
に
差
が
出
る
と
い
う
性
質
を
利
用
す
る
。
ウ
ラ
ン
原
子
を
二
五
〇
〇
度
程

度
の
超
高
温
の
ガ
ス
状
に
し
て
レ
ー
ザ
ー
光
を
照
射
す
る
と
、
ウ
ラ
ン
２
３
５
の
ほ
う
が
励
起
さ
れ
や
す
く
、
イ

オ
ン
化
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ
に
電
磁
界
を
か
け
て
ウ
ラ
ン
２
３
５
を
分
離
す
る
の
が
原
子
レ
ー
ザ
ー
法
だ
。
一
方

の
分
子
レ
ー
ザ
ー
法
は
、
常
温
で
も
ガ
ス
状
に
な
り
や
す
い
六
フ
ッ
化
ウ
ラ
ン
分
子
に
レ
ー
ザ
ー
光
を
当
て
て
、

ウ
ラ
ン
２
３
５
を
含
ん
だ
六
フ
ッ
化
ウ
ラ
ン
を
励
起
し
、
分
離
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。

第１部　原子力発電の基礎知識
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燃
料
加
工

濃
縮
さ
れ
た
六
フ
ッ
化
ウ
ラ
ン
は
、
シ
リ
ン
ダ
ー
と
呼
ば
れ
る
丈
夫
な
円
筒
形
の
容
器
に
詰
め
ら
れ
て
再
転
換

工
場
に
運
ば
れ
、
こ
こ
で
粉
末
状
の
二
酸
化
ウ
ラ
ン
に
さ
れ
る
。
臨
界
事
故
を
起
こ
し
た
茨
城
県
東
海
村
の
Ｊ
Ｃ

Ｏ
も
、
日
本
を
代
表
す
る
再
転
換
工
場
の
一
つ
だ
っ
た
。

再
転
換
工
場
で
で
き
た
二
酸
化
ウ
ラ
ン
は
ド
ラ
ム
缶
に
詰
め
ら
れ
、
最
終
工
程
で
あ
る
成
型
加
工
工
場
に
運
ば

れ
る
。
こ
こ
で
二
酸
化
ウ
ラ
ン
は
ペ
レ
ッ
ト
（
写
真
３
―

２
）
と
呼
ば
れ
る
小
さ
な
円
柱
形
（
軽
水
炉
燃
料
の
場
合
、

直
径
約
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
に
加
工
さ
れ
て
一
七
〇
〇
度
以
上
の
高
温
で
焼
き

固
め
ら
れ
る
。

原
子
力
開
発
の
草
創
期
に
は
、
金
属
状
の
ウ
ラ
ン
を
燃
料
に
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
た
が
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
状

の
二
酸
化
ウ
ラ
ン
ペ
レ
ッ
ト
の
ほ
う
が
熱
に
強
く
、
容
易
に
は
溶
け
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
一
般
化
し
た
。

ペ
レ
ッ
ト
は
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
合
金
の
管
（
被
覆
管
）
に
密
封
さ
れ
る
（
写
真
３
―

２
参
照
）。
こ
れ
が
ふ
つ
う
「
燃
料

棒
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
軽
水
炉
の
場
合
は
長
さ
が
四
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
な
り
、
一
本
に
三
〇
〇
個
を
超
え
る

ペ
レ
ッ
ト
が
収
ま
っ
て
い
る
。

燃
料
棒
は
、
運
転
中
に
破
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
燃
料
ペ
レ
ッ
ト
の
中
で
生
ま
れ
た
放
射
能
の
高

い
核
分
裂
生
成
物
が
冷
却
水
の
中
に
漏
れ
出
し
て
、
冷
却
水
を
汚
染
し
て
し
ま
う
か
ら
だ
。
こ
の
た
め
燃
料
棒
は
、
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炉
心
の
高
圧
に
も
耐
え
ら
れ
る
よ
う
内
部
に
高
圧
の

ヘ
リ
ウ
ム
が
一
緒
に
封
入
さ
れ
て
い
る
。
加
圧
水
型

炉
の
場
合
は
約
一
四
〇
気
圧
、
沸
騰
水
型
の
場
合
は

約
七
〇
気
圧
で
、
ほ
ぼ
炉
心
の
水
圧
と
等
し
く
な
っ

て
い
る
。

こ
の
燃
料
棒
を
さ
ら
に
正
方
形
に
数
十
本
た
ば
ね

た
も
の
が
「
燃
料
集
合
体
」
で
、
こ
こ
ま
で
加
工
さ

れ
た
も
の
が
原
子
力
発
電
所
ま
で
運
ば
れ
て
、
燃
料

と
し
て
使
わ
れ
る
（
62
ペ
ー
ジ
の
図
２
―

１
参
照
）。

原
子
炉
の
炉
心
に
挿
入
さ
れ
た
燃
料
は
、
三
〜
四

年
ほ
ど
燃
や
す
と
、
当
初
三
〜
五
％
あ
っ
た
ウ
ラ
ン

２
３
５
の
濃
度
が
一
％
ほ
ど
ま
で
低
下
し
て
、
燃
料

と
し
て
の
役
目
を
終
え
る
。

7
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プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
利
用

原
子
炉
の
燃
料
と
し
て
ウ
ラ
ン
の
こ
と
を
説
明
し
て
き
た
が
、
も
う
一
つ
の
燃
料
に
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
あ
る
。

原
子
炉
の
中
で
ウ
ラ
ン
燃
料
を
燃
や
す
と
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
燃
料
中
に
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
生
ま
れ
る
。

軽
水
炉
の
ウ
ラ
ン
燃
料
に
は
、
核
分
裂
性
の
ウ
ラ
ン
２
３
５
の
ほ
か
に
非
核
分
裂
性
の
ウ
ラ
ン
２
３
８
が
九
〇
％

以
上
も
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
ウ
ラ
ン
２
３
８
が
中
性
子
を
吸
収
し
て
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
２
３
９
に
変
わ
る
か
ら
だ
。

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
２
３
９
に
は
、
ウ
ラ
ン
２
３
５
同
様
、
中
性
子
で
容
易
に
核
分
裂
す
る
性
質
が
あ
り
、
原
子
炉

の
燃
料
と
し
て
使
え
る
潜
在
的
能
力
を
も
っ
て
い
る
。

ま
た
、
原
子
炉
で
ウ
ラ
ン
燃
料
を
燃
や
し
て
も
、
こ
の
中
の
ウ
ラ
ン
２
３
５
を
す
べ
て
燃
や
し
つ
く
す
こ
と
は

で
き
ず
、
使
用
済
み
燃
料
の
中
に
は
あ
る
程
度
の
ウ
ラ
ン
２
３
５
が
残
る
。

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
や
、
こ
の
燃
え
残
り
ウ
ラ
ン
を
使
用
済
み
燃
料
の
中
か
ら
取
り
出
し
て
、
新
た
に
燃
料
と
し
て

使
え
ば
、
限
り
あ
る
ウ
ラ
ン
資
源
の
有
効
活
用
に
つ
な
が
り
、
ウ
ラ
ン
の
枯
渇
を
先
延
ば
し
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
考
え
に
基
づ
く
ウ
ラ
ン
燃
料
の
再
利
用
体
系
が
「
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
」
で（
図
３
―

３
）、
第
二
次
大
戦
後

に
原
子
力
の
平
和
利
用
を
本
格
化
さ
せ
た
先
進
各
国
の
多
く
は
、
当
初
は
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
完
成
を
目
指
し
た
。

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
中
心
と
な
る
技
術
は
、
使
用
済
み
燃
料
か
ら
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
や
燃
え
残
り
ウ
ラ
ン
を
取
り

出
す
「
再
処
理
工
程
」
と
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
燃
料
を
効
率
よ
く
燃
や
し
て
、
使
っ
た
以
上
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
生
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9

転換 

再転換 

転
換 

使用済み燃料 
再処理 

ウラン 
濃縮 

転換・ 
再転換 

プルトニウム 
燃料成型加工 

製錬 

採鉱 

高速増殖炉 
燃料再処理 

高レベル廃棄物 

使用済み燃料 

高レベル 
廃棄物処分 

高レベル 
廃棄物管理 

ウラン燃料 
成型加工 

低レベル 
廃棄物埋設 

軽水炉 

〈軽水炉燃料サイクル〉 

〈高速増殖炉燃料サイクル〉 

リサイクル燃料 
（使用済み燃料） 

リサイクル燃料備蓄センター 
（使用済み燃料中間貯蔵施設） 

天
然
ウ
ラ
ン 

回
収
ウ
ラ
ン 

天
然
ウ
ラ
ン 鉱

石 

ウラン系 
ウランとプルトニウムを含む系 

低
レ
ベ
ル
廃
棄
物 

高
レ
ベ
ル
廃
棄
物 

燃
料 

（
プ
ル
サ
ー
マ
ル
） 

M
O
X

ウラン燃料 

劣化ウラン 

MOX燃料

高速増殖炉 

使
用
済
み
燃
料 

濃
縮
ウ
ラ
ン 

リサイクル燃料 
（使用済み燃料） 

再転換 

３－３　核燃料サイクル



み
出
す
こ
と
の
で
き
る
「
高
速
増
殖
炉
」
だ
。

一
方
、
使
用
済
み
燃
料
か
ら
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
な
ど
を
分
離
す
る
こ
と
を
せ
ず
、
廃
棄
物
と
し
て
そ
の
ま
ま
処
分

す
る
方
式
を
「
ワ
ン
ス
・
ス
ル
ー
」
と
呼
ぶ
。

高
速
増
殖
炉
を
中
心
と
し
た
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
は
、
資
源
の
有
効
活
用
と
い
う
観
点
か
ら
、
理
念
的
に
は
優
れ

て
い
る
が
、
現
状
で
は
ワ
ン
ス
・
ス
ル
ー
方
式
と
比
べ
て
か
な
り
経
済
性
が
悪
い
。

設
計
が
成
熟
し
、
量
産
化
さ
れ
て
い
る
軽
水
炉
と
比
べ
る
の
は
気
の
毒
で
は
あ
る
が
、
開
発
過
程
に
あ
る
高
速

増
殖
炉
は
建
設
費
用
が
軽
水
炉
と
比
べ
て
相
当
に
割
高
だ
。
こ
の
ほ
か
、
再
処
理
工
程
で
も
費
用
が
か
か
る
た
め
、

合
わ
せ
る
と
軽
水
炉
の
ワ
ン
ス
・
ス
ル
ー
方
式
に
現
段
階
で
は
経
済
性
で
か
な
わ
な
い
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
高
速
増
殖
炉
開
発
に
熱
心
な
国
は
少
な
く
な
り
、
日
本
で
も
実
用
化
を
急
が
ず
に
研
究

だ
け
は
続
け
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

再
処
理
工
場

沸
騰
水
型
や
加
圧
水
型
な
ど
の
軽
水
炉
の
ウ
ラ
ン
燃
料
に
は
、
燃
料
と
な
る
ウ
ラ
ン
２
３
５
が
三
〜
五
％
含
ま

れ
て
お
り
、
残
り
が
ウ
ラ
ン
２
３
８
だ
。
原
子
炉
に
入
れ
て
三
〜
四
年
間
燃
や
す
と
、
新
た
な
燃
料
に
取
り
替
え

ら
れ
る
。
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こ
う
し
て
原
子
炉
か
ら
取
り
出
さ
れ
た
使
用
済
み
燃
料
の
中
に
は
、
燃
え
残
り
の
ウ
ラ
ン
２
３
５
が
約
一
％
、

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
２
３
９
が
約
一
％
、
さ
ら
に
高
い
放
射
能
を
帯
び
た
核
分
裂
生
成
物
が
三
％
ほ
ど
含
ま
れ
て
い
る
。

残
り
は
ウ
ラ
ン
２
３
８
だ
。
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
２
３
９
の
比
率
が
一
％
程
度
な
の
は
、
発
電
中
に
生
ま
れ
た
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
２
３
９
の
か
な
り
の
部
分
が
、
核
分
裂
し
て
ウ
ラ
ン
２
３
５
と
同
じ
よ
う
に
燃
料
の
役
割
を
果
た
す
か
ら

だ
。使

用
済
み
燃
料
か
ら
ウ
ラ
ン
（
２
３
５
と
２
３
８
）
と
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
分
離
す
る
の
が
再
処
理
で
、「
ピ
ュ
ー

レ
ッ
ク
ス
法
」
と
呼
ば
れ
る
方
法
が
一
般
的
だ
。

原
子
炉
か
ら
取
り
出
さ
れ
、
再
処
理
工
場
に
運
ば
れ
た
使
用
済
み
燃
料
は
ま
ず
、
三
年
程
度
は
水
を
張
っ
た
貯

蔵
プ
ー
ル
で
保
管
さ
れ
る
。
核
分
裂
生
成
物
が
熱
を
出
し
て
崩
壊
す
る
た
め
、
こ
の
熱
を
冷
ま
す
の
と
、
放
射
能

が
あ
る
程
度
弱
ま
る
の
を
待
つ
た
め
だ
。

こ
の
後
、
再
処
理
工
程
に
か
け
ら
れ
る
が
、
ま
ず
管
（
燃
料
棒
）
に
収
ま
っ
た
使
用
済
み
燃
料
を
機
械
（
剪
断

せ
ん
だ
ん

装

置
）
で
三
〜
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
細
か
く
切
り
刻
む
。
こ
れ
を
溶
解
槽
に
入
れ
て
、
中
身
を
硝
酸
で
溶
か

し
出
し
、
管
な
ど
が
取
り
除
か
れ
る
。

次
に
「
ミ
キ
サ
セ
ト
ラ
」
と
呼
ば
れ
る
装
置
で
溶
媒
が
加
え
ら
れ
、
ま
ず
核
分
裂
生
成
物
を
分
離
し
、
さ
ら
に

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
と
ウ
ラ
ン
を
分
離
す
る
。
別
々
に
取
り
出
さ
れ
た
ウ
ラ
ン
と
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
精
製
装
置
で
不
純

物
が
取
り
除
か
れ
、
硝
酸
成
分
を
抜
く
脱
硝
処
理
の
後
、
再
利
用
の
た
め
の
燃
料
原
料
製
品
と
し
て
、
燃
料
加
工

第１部　原子力発電の基礎知識
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に
回
さ
れ
る
ま
で
貯
蔵
さ
れ
る
。

再
処
理
工
程
は
も
と
も
と
、
核
兵
器
用
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
分
離
す
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
も
の
で
、
米
国
、

ロ
シ
ア
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
が
実
用
化
し
て
い
る
。
日
本
は
、
核
兵
器
と
無
関
係
に
、
平
和
利
用
の
み
を
目

的
に
動
力
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
団
（
現
・
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
）
が
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
導
入
技
術
を
ベ
ー

ス
に
技
術
開
発
を
行
い
、
茨
城
県
東
海
村
に
東
海
再
処
理
工
場
を
建
設
し
、
一
九
七
七
年
か
ら
操
業
し
て
い
る
。

し
か
し
、
技
術
開
発
の
た
め
の
テ
ス
ト
プ
ラ
ン
ト
的
な
性
格
の
施
設
の
た
め
処
理
量
が
少
な
く
、
日
本
の
原
子
力

発
電
所
か
ら
出
る
使
用
済
み
燃
料
の
ご
く
一
部
し
か
再
処
理
で
き
な
い
。

こ
の
た
め
、
電
力
各
社
は
英
国
と
フ
ラ
ン
ス
に
再
処
理
を
委
託
し
、
こ
れ
ま
で
に
約
五
六
〇
〇
ト
ン
の
使
用
済

み
燃
料
が
両
国
に
搬
出
さ
れ
、
順
次
、
再
処
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。

一
方
、
国
内
に
本
格
的
な
商
用
再
処
理
工
場
を
作
る
計
画
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
青
森
県
六
ケ
所
村
に
日
本
原

燃
が
電
力
業
界
の
資
金
で
建
設
し
て
い
る
六
ケ
所
再
処
理
工
場
は
、
完
成
す
る
と
年
間
八
〇
〇
ト
ン
の
再
処
理
が

可
能
に
な
る
。
日
本
の
原
子
力
発
電
所
か
ら
発
生
す
る
使
用
済
み
燃
料
は
年
間
約
九
〇
〇
ト
ン
だ
が
、
ほ
ぼ
こ
の

量
に
見
合
う
処
理
能
力
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。

再
処
理
工
場
は
、
原
子
力
施
設
の
中
で
も
、
原
子
炉
と
並
ん
で
最
も
厳
重
な
安
全
確
保
対
策
が
求
め
ら
れ
る
。

再
処
理
工
場
は
一
種
の
化
学
工
場
で
、
原
子
炉
の
よ
う
に
核
分
裂
反
応
が
起
き
て
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
扱
う
使
用
済
み
燃
料
に
は
き
わ
め
て
放
射
能
の
高
い
核
分
裂
生
成
物
が
含
ま
れ
て
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い
る
ほ
か
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
や
ウ
ラ
ン
な
ど
の
核
燃
料
物
質
が
一
定
量
以
上
、
一
ヵ
所
に
ま
と
ま
る
と
核
分
裂
の

連
鎖
反
応
を
起
こ
し
か
ね
な
い
。
こ
れ
が
「
臨
界
事
故
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
装
置
類
の
形
状
や
容
量
な
ど
が
、

臨
界
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
建
物
も
特
に
丈
夫
に
作
ら
れ
、
放
射
性
物
質
を
閉
じ
込
め
る
機
能
も
、
厳
重
な
も
の
が
求
め
ら
れ
る
。

日
本
は
地
震
国
で
あ
る
た
め
、
耐
震
設
計
も
必
要
だ
。

こ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、
六
ケ
所
再
処
理
工
場
の
建
設
費
は
二
兆
円
を
超
え
る
と
見
積
も
ら
れ
て
い
る
。
一
一

〇
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
級
の
軽
水
炉
一
基
の
建
設
費
は
約
四
〇
〇
〇
億
円
と
い
わ
れ
る
か
ら
、
そ
の
五
基
分
以
上
の
資

金
が
投
じ
ら
れ
る
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

高
速
増
殖
炉
の
役
割

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
輪
の
中
で
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
高
速
増
殖
炉
の
狙
い
を
一
言
で
表
現
す
れ
ば
、
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
を
燃
料
と
し
て
い
か
に
効
率
よ
く
燃
や
す
か
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
核
分
裂
で
発
生
す
る
中
性
子
を
、
軽
水
炉
の
よ
う
に
減
速
さ
せ
る
こ
と
な
く
高
速
の
ま
ま
使

う
の
で
、「
高
速
」
の
言
葉
が
炉
の
名
称
に
冠
せ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
燃
料
と
し
て
使
っ
た
以
上
の
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
を
生
み
出
す
こ
と
か
ら
、「
増
殖
」
と
い
う
言
葉
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

第１部　原子力発電の基礎知識
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軽
水
炉
で
使
わ
れ
る
ウ
ラ
ン
燃
料
中
の
ウ
ラ
ン
２
３
５
は
、
一
回
の
核
分
裂
で
平
均
し
て
二
・
四
個
の
中
性
子

が
出
る
。
こ
れ
に
対
し
て
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
燃
料
（
実
際
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
ほ
か
に
ウ
ラ
ン
が
混
ぜ
ら
れ
て
い
る
）

の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
２
３
９
は
、
一
回
の
核
分
裂
で
平
均
三
個
の
中
性
子
を
生
み
出
し
、
中
性
子
の
発
生
効
率
が
よ

い
。
発
生
し
た
中
性
子
は
次
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
核
分
裂
に
使
わ
れ
る
だ
け
で
は
余
る
の
で
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
燃

料
に
混
ぜ
ら
れ
て
い
る
燃
え
な
い
ウ
ラ
ン
２
３
８
が
中
性
子
を
吸
収
し
て
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
に
変
わ
る
と
い
う
の

が
、
増
殖
の
仕
組
み
だ
。

生
み
出
さ
れ
た
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
量
を
、
燃
料
と
し
て
使
っ
た
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
量
で
割
っ
た
値
を
「
増
殖
比
」

と
い
い
、
高
速
増
殖
炉
で
は
増
殖
比
が
一
を
超
え
る
。

軽
水
炉
で
は
、
中
性
子
の
速
度
を
減
速
す
る
た
め
の
減
速
材
と
し
て
水
（
軽
水
）
を
使
い
、
こ
の
水
が
炉
心
か

ら
熱
を
取
り
だ
す
「
冷
却
材
」
の
役
割
も
兼
ね
る
。
こ
れ
に
対
し
高
速
増
殖
炉
で
は
、
中
性
子
を
高
速
の
ま
ま
使

う
の
で
、
冷
却
材
と
し
て
は
中
性
子
を
減
速
す
る
こ
と
な
く
、
し
か
も
熱
を
伝
え
る
効
率
の
よ
い
液
体
ナ
ト
リ
ウ

ム
が
使
わ
れ
る
の
が
一
般
的
だ
。

高
速
増
殖
炉
は
、
米
国
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
な
ど
で
手
が
け
ら
れ
、
日
本
で
も
旧
動
力
炉
・
核
燃
料

開
発
事
業
団
（
動
燃
。
現
・
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
）
が
、
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

新
型
炉
の
開
発
は
、
実
験
炉
、
原
型
炉
、
実
証
炉
、
商
用
炉
と
、
手
順
を
踏
ん
で
開
発
さ
れ
る
の
が
ふ
つ
う
で
、

動
燃
で
は
ま
ず
、
実
験
炉
の
「
常
陽
」
を
茨
城
県
大
洗
町
に
建
設
し
、
そ
の
成
果
を
も
と
に
原
型
炉
の
「
も
ん
じ
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ゅ
」（
電
気
出
力
二
八
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
を
、
福
井
県
敦
賀
市
に
作
っ
た
。

一
九
八
五
年
に
着
工
し
、
約
六
〇
〇
〇
億
円
の
建
設
費
を
投
じ
た
「
も
ん
じ
ゅ
」
は
、
一
九
九
四
年
四
月
に
初

臨
界
に
達
し
た
。
液
体
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
冷
却
材
に
使
い
、
増
殖
比
一
・
二
を
目
指
す
本
格
的
な
炉
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
一
九
九
五
年
一
二
月
に
、
二
次
冷
却
系
の
配
管
か
ら
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
漏
れ
る
事
故
を
起
こ
し
、
停

止
し
た
。
こ
の
事
故
の
影
響
は
大
き
く
、
原
型
炉
「
も
ん
じ
ゅ
」
の
運
転
実
績
を
に
ら
み
な
が
ら
、
電
力
業
界
が

中
心
に
な
っ
て
作
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
「
実
証
炉
」
計
画
が
、
白
紙
状
態
に
戻
さ
れ
、
日
本
の
高
速
増
殖
炉
計

画
は
大
き
く
後
退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

動
燃
が
改
組
さ
れ
て
生
ま
れ
た
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構
（
現
・
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
）
で
は
、
ナ
ト
リ

ウ
ム
漏
れ
事
故
を
教
訓
に
改
修
計
画
を
ま
と
め
、
国
の
安
全
審
査
な
ど
を
受
け
、
地
元
の
了
解
を
得
て
改
造
工
事

を
行
い
、
二
〇
一
〇
年
五
月
か
ら
運
転
を
再
開
し
た
。
し
か
し
、
同
年
八
月
に
炉
内
事
故
を
起
こ
し
、
運
転
を
停

止
し
て
い
る
。

新
型
転
換
炉

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
の
一
環
と
し
て
、
高
速
増
殖
炉
に
先
駆
け
て
建
設
さ
れ
た
原
子
炉
が
あ
る
。

同
じ
く
動
燃
が
手
が
け
た
「
新
型
転
換
炉
」（
Ａ
Ｔ
Ｒ：

A
d
v
an
ced

T
h
erm
al
R
eactor

）
と
呼
ば
れ
る
国
産
の
原

第１部　原子力発電の基礎知識
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子
炉
だ
。

減
速
材
と
し
て
重
水
を
、
冷
却
材
と
し
て
軽
水
を
使
う
炉
で
、
原
型
炉
の
「
ふ
げ
ん
」（
電
気
出
力
一
六
万
五
〇
〇

〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
が
、
福
井
県
敦
賀
市
に
建
設
さ
れ
、
一
九
七
八
年
か
ら
運
転
が
続
け
ら
れ
て
い
る
が
、
二
〇
〇
三

年
に
運
転
を
終
了
し
、
現
在
は
廃
炉
に
向
け
た
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

一
つ
の
圧
力
容
器
に
燃
料
棒
を
収
め
て
一
炉
心
を
形
成
す
る
タ
イ
プ
の
炉
で
は
な
く
、
圧
力
管
二
二
四
本
の
管

に
そ
れ
ぞ
れ
燃
料
集
合
体
が
収
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
管
で
起
き
る
核
分
裂
反
応
に
よ
っ
て
発
生
し
た
熱
を
、

管
を
通
っ
た
水
が
蒸
気
と
な
っ
て
運
び
出
す
と
い
う
圧
力
管
型
の
原
子
炉
だ
（
図
３
―

４
）。

減
速
材
の
重
水
が
入
っ
た
、
レ
ン
コ
ン
の
よ
う
に
多
数
の
穴
の
あ
い
た
円
筒
容
器
を
「
カ
ラ
ン
ド
リ
ア
タ
ン
ク
」

と
呼
ん
で
い
る
。

ふ
つ
う
の
軽
水
炉
の
ウ
ラ
ン
燃
料
よ
り
濃
縮
度
の
低
い
二
％
程
度
の
微
濃
縮
ウ
ラ
ン
や
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
混
ざ

っ
た
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
酸
化
物
（
Ｍ
Ｏ
Ｘ
）
燃
料
な
ど
多
様
な
燃
料
を
使
え
る
の
が
特
徴
で
、
単
一

の
原
子
炉
と
し
て
は
世
界
一
の
量
の
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
燃
焼
実
績
を
達
成
し
て
い
る
。

高
速
増
殖
炉
の
よ
う
に
増
殖
は
で
き
な
い
も
の
の
、
使
っ
た
燃
料
に
対
し
て
生
ま
れ
る
新
燃
料
（
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
）

の
比
率
（「
転
換
比
」
と
呼
ば
れ
る
）
が
軽
水
炉
よ
り
高
く
、
そ
の
こ
と
が
「
転
換
炉
」
と
い
う
炉
型
の
名
前
の

由
来
に
な
っ
て
い
る
。

電
源
開
発
（
株
）
が
青
森
県
大
間
町
に
、「
ふ
げ
ん
」
後
継
の
実
証
炉
を
作
る
計
画
が
あ
っ
た
が
、
経
済
性
で
軽

16
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格納容器 

外周コンクリート壁 

制御棒駆動装置 
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給
水
管 下

降
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圧力管 
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燃料集合体 
重水 
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冷却水 

炉心断面図 
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逆
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カランドリアタンク 

３－４　新型転換炉「ふげん」の仕組み



水
炉
に
か
な
わ
な
い
と
い
う
理
由
で
、
計
画
は
中
止
さ
れ
た
。

プ
ル
サ
ー
マ
ル

「
も
ん
じ
ゅ
」
の
事
故
な
ど
で
高
速
増
殖
炉
計
画
が
退
潮
の
時
代
を
迎
え
る
な
か
、
再
処
理
で
生
ま
れ
る
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
の
使
い
道
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、「
プ
ル
サ
ー
マ
ル
」
だ
。

軽
水
炉
な
ど
、
核
分
裂
で
生
ま
れ
る
中
性
子
を
減
速
し
て
使
う
炉
を
総
称
し
て
「
熱
中
性
子
炉
」（T

h
erm
al

N
eu
tron

R
eactor

）
と
い
う
。
減
速
さ
れ
た
中
性
子
は
「
熱
中
性
子
」
と
も
呼
ば
れ
る
か
ら
だ
。
プ
ル
サ
ー
マ
ル

は
、
熱
中
性
子
炉
で
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
燃
や
す
こ
と
を
意
味
す
る
和
製
英
語
で
、
ふ
つ
う
、
軽
水
炉
で
ウ
ラ
ン
・

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
酸
化
物
（
Ｍ
Ｏ
Ｘ
）
燃
料
を
燃
や
す
こ
と
を
指
す
。

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
理
想
は
、
軽
水
炉
の
使
用
済
み
燃
料
か
ら
取
り
出
し
た
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
高
速
増
殖
炉
で

燃
や
し
、
使
っ
た
以
上
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
生
み
出
し
て
、
さ
ら
に
高
速
増
殖
炉
で
使
う
と
い
う
形
だ
。
限
ら
れ

た
ウ
ラ
ン
資
源
を
何
十
倍
に
も
有
効
活
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
ウ
ラ
ン
資
源
に
恵
ま
れ
な
い
日
本
に
と
っ
て
「
準

国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
期
待
さ
れ
た
時
代
が
あ
っ
た
。
国
が
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
完
結
に
終
始
こ
だ
わ
っ
た
理
由

で
、
動
燃
を
中
心
に
技
術
開
発
を
進
め
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
「
も
ん
じ
ゅ
」
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
れ
事
故
で
、
高
速
増
殖
炉
の
実
証
炉
計
画
は
白
紙
状
態
に
な
り
、
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プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
余
る
の
は
必
至
の
情
勢
と
な
っ
た
。
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
、
核
兵
器
へ
の
転
用
が
可
能
な
核
物
質

で
あ
り
、
使
途
の
な
い
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
大
量
に
保
有
す
る
こ
と
は
、
国
際
的
な
疑
惑
を
招
き
か
ね
な
い
。

そ
こ
で
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
原
子
力
発
電
所
の
軽
水
炉
で
燃
や
す
計
画
が
浮
上
し
た
の
で
あ
る
。

軽
水
炉
の
ウ
ラ
ン
燃
料
に
は
三
〜
五
％
の
ウ
ラ
ン
２
３
５
が
含
ま
れ
て
お
り
、
残
り
は
燃
え
な
い
ウ
ラ
ン
２
３

８
だ
が
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル
用
の
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
で
は
、
ウ
ラ
ン
２
３
５
の
代
わ
り
に
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
四
〜
九
％
程

度
混
ぜ
る
。
ま
た
、
軽
水
炉
は
そ
も
そ
も
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
を
燃
や
す
よ
う
に
は
設
計
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
プ
ル
サ

ー
マ
ル
を
行
う
原
子
炉
で
も
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
は
燃
料
全
体
の
三
分
の
一
程
度
に
抑
え
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

国
と
電
力
業
界
の
計
画
で
は
、
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
一
六
〜
一
八
基
の
軽
水
炉
で
プ
ル
サ
ー
マ
ル
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
計
画
の
見
直
し
な
ど
が
あ
り
、
計
画
は
二
〇
〇
九
年
六
月
に
、

二
〇
一
五
年
度
ま
で
に
一
六
〜
一
八
基
の
軽
水
炉
で
プ
ル
サ
ー
マ
ル
を
実
施
す
る
こ
と
に
変
更
さ
れ
た
。

こ
の
結
果
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
に
九
州
電
力
玄
海
３
号
機
、
二
〇
一
〇
年
三
月
に
四
国
電
力
伊
方
３
号
機
で

プ
ル
サ
ー
マ
ル
用
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
を
使
っ
た
営
業
運
転
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
後
も
、
二
〇
一
〇
年
九
月
に
東
京
電
力

福
島
第
一
３
号
機
、
二
〇
一
一
年
一
月
に
関
西
電
力
高
浜
３
号
機
で
も
プ
ル
サ
ー
マ
ル
発
電
を
開
始
し
た
。

海
外
に
目
を
移
す
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
、
す
で
に
か
な
り
の
プ
ル
サ
ー
マ
ル
の
実
績
が
あ
り
、
特
に
フ

ラ
ン
ス
で
は
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
集
合
体
に
し
て
一
〇
〇
〇
体
以
上
が
燃
や
さ
れ
て
い
る
。

第１部　原子力発電の基礎知識

19



放
射
性
廃
棄
物

ウ
ラ
ン
鉱
石
の
採
掘
を
「
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
」
の
最
上
流
と
す
れ
ば
、
最
下
流
が
「
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
・

処
分
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

原
子
力
発
電
所
を
は
じ
め
と
し
た
原
子
力
施
設
か
ら
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
放
射
性
の
廃
棄
物
が
出
る
が
、
廃
棄
物

に
含
ま
れ
る
放
射
性
物
質
の
放
射
能
の
強
さ
で
「
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
」
と
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
」

の
二
種
類
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
。

低
レ
ベ
ル
廃
棄
物
は
主
に
原
子
力
発
電
所
で
発
生
し
、
作
業
に
伴
う
衣
服
や
床
な
ど
の
洗
浄
液
、
放
射
性
の
気

体
や
液
体
を
濾
し
た
フ
ィ
ル
タ
ー
な
ど
多
様
だ
。

各
地
の
原
子
力
発
電
所
で
発
生
し
た
低
レ
ベ
ル
廃
棄
物
は
、
セ
メ
ン
ト
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
な
ど
で
固
め
ら
れ
、

鋼
鉄
製
の
ド
ラ
ム
缶
に
詰
め
ら
れ
る
。
こ
れ
が
、
青
森
県
六
ケ
所
村
の
「
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
埋
設
セ
ン
タ

ー
」
に
運
ば
れ
て
、
地
下
一
〇
メ
ー
ト
ル
程
度
の
比
較
的
浅
い
地
中
に
埋
め
ら
れ
る
。
こ
の
埋
設
セ
ン
タ
ー
は
電

力
各
社
な
ど
が
出
資
し
て
設
立
し
た
「
日
本
原
燃
株
式
会
社
」
が
設
置
、
運
用
し
て
お
り
、
当
面
、
二
〇
〇
リ
ッ

ト
ル
ド
ラ
ム
缶
で
一
〇
〇
万
本
分
の
収
容
能
力
が
あ
る
。
将
来
は
増
設
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。

低
レ
ベ
ル
廃
棄
物
に
比
べ
て
、
処
分
が
や
っ
か
い
な
の
は
高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
で
、
原
子
力
発
電
を
行
っ
て
い
る

各
国
に
と
っ
て
共
通
の
悩
み
に
な
っ
て
い
る
。

20



高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
は
、
再
処
理
工
場
で
原
子
力
発
電
所
の
使
用
済
み
燃
料
か
ら
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
や
燃
え
残
り
の

ウ
ラ
ン
を
取
り
出
し
た
後
に
残
る
、
き
わ
め
て
放
射
性
の
強
い
液
体
で
、
そ
の
危
険
性
の
高
さ
か
ら
、
人
間
の
生

活
圏
か
ら
厳
重
に
隔
離
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

液
体
の
ま
ま
で
は
扱
い
に
く
い
た
め
、
各
国
と
も
ガ
ラ
ス
に
溶
か
し
込
ん
で
ス
テ
ン
レ
ス
の
容
器
に
密
閉
す
る

方
法
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
「
ガ
ラ
ス
固
化
体
」
と
呼
ぶ
。

ガ
ラ
ス
固
化
体
は
放
射
性
物
質
の
崩
壊
熱
で
高
温
に
な
る
た
め
、
地
上
で
三
〇
〜
五
〇
年
間
冷
や
し
た
後
、
数

百
メ
ー
ト
ル
も
の
深
い
地
下
に
埋
設
処
分
（
地
層
処
分
と
も
呼
ば
れ
る
）
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
国
が
多
い
。
し

か
し
、
そ
の
用
地
選
択
は
、
地
域
住
民
の
反
対
な
ど
で
多
く
の
国
で
難
航
し
て
お
り
、
実
際
に
埋
設
処
分
を
は
じ

め
た
国
は
ま
だ
な
い
。

日
本
の
電
力
会
社
は
、
原
子
力
発
電
所
の
使
用
済
み
燃
料
の
再
処
理
を
英
国
と
フ
ラ
ン
ス
に
委
託
し
て
き
た
た

め
、
こ
の
両
国
で
一
万
本
を
超
え
る
ガ
ラ
ス
固
化
体
が
生
ま
れ
て
お
り
、
順
次
、
専
用
船
を
使
っ
て
日
本
へ
の
返

還
輸
送
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
返
還
ガ
ラ
ス
固
化
体
は
、
青
森
県
六
ケ
所
村
の
日
本
原
燃
の
「
高
レ
ベ
ル
放
射

性
廃
棄
物
貯
蔵
管
理
セ
ン
タ
ー
」
で
一
時
保
管
さ
れ
て
い
る
。

問
題
は
、
こ
れ
ら
を
地
層
深
く
に
埋
め
る
埋
設
処
分
を
い
か
に
行
う
か
だ
。
安
全
な
埋
設
処
分
の
た
め
の
研
究

や
技
術
開
発
は
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構
が
行
っ
て
お
り
、
実
際
に
埋
設
処
分
地
を
選
ん
だ
り
処
分
場
を
建
設

し
た
り
す
る
事
業
主
体
と
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
に
「
原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
」
が
設
立
さ
れ
た
。
二

第１部　原子力発電の基礎知識
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〇
二
〇
年
代
中
の
処
分
場
の
建
設
開
始
を
目
指
し
て
お
り
、
処
分
に
必
要
な
資
金
は
電
力
会
社
な
ど
か
ら
の
拠
出

金
で
賄
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
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